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1984 年の準結晶発見以来[1]、多くの研究がなされ準周期構造への理解が深められて

きた。一方で、電子相関に起因する強相関電子状態については長らく未開拓であった。

近年になり、従来の周期系結晶における強相関 4f 電子系で見られる異常金属状態[2]、

超伝導[3]、長距離磁気秩序[4]などが、希土類系 Tsai 型準結晶・近似結晶において観測

されている。準結晶では”周期系結晶にはない準周期系特有の新奇強相関電子状態の発

現”が期待されるため、準結晶・近似結晶は強相関 4f 電子系の新たな舞台として注目を

集めている。 

我々のグループではこれまでに光電子分光を中心とした電子分光法を用いて、周期系

結晶においてバルク 4f 電子状態の直接観測[5]、4f 結晶場基底状態の対称性の決定[6]、

混成バンドの波数依存性の解明[7]などを行ってきた。本新学術領域”ハイパーマテリア

ル”参加を契機に、電子分光法を用いた強相関 Tsai 型近似結晶の研究を行っている。本

公演では、我々がこれまでに行った強相関 Ce 系近似結晶の関する結果について、Ce 

4f 電子状態および Disorder の影響を中心に解説する[8,9]。加えて、現在行っている磁

性 Gd 系近似結晶の最新の結果を示し、電子状態の平均価電子数(e/a)依存性の観点か

らe/a磁気相図[10]について議論を行う予定である。 
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